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コーナー■さわってなっとく

パラボラの壁

展示物

放物線の形の底面にピンポン球を落下させ，焦点

位置まで跳ね返すことで，放物線の性質を見る装置．

装置・演出

放物線の形に切り抜いた壁とその焦点位置に取り

付けた棒を，ピンポン球が通る程度の薄い箱の内部

に設置した．ピンポン球が落ちて放物線の壁に跳ね

返ると，焦点位置の棒に当たる．ピンポン球を落と

す位置は体験者が任意に選んで，どこから落として

も必ず焦点に跳ね返ることを見る装置．

体験者は手元にストックされたピンポン球を持っ

て，好きな場所から落とすことができる．放物線の

壁は焦点位置の棒の真下だけ切り抜かれており，焦

点の棒に当たったピンポン球はその切り抜きから下

へ落下して，元のストック位置に戻る．

設計・製作

本体はアルミフレームで骨組みを組み，透明アク

リルで骨組みを挟むことで薄い箱を製作した．箱の

内部には，放物線に切り抜かれた底面を取り付けた．

放物線の底面は，１０ミリのアクリル板のレーザー加

工で製作したものを２枚重ねて使用した．薄い箱は，

奥行き方面に骨組みだけ追加して転倒を防止した構

造になっている．体験が終わればピンポン球を初期

位置へ戻す必要があるために，放物線の薄い箱を少

し高い位置に配置し，穴からピンポン球が落下する

ことで，球が手元へ戻ってくる仕組みにした．

全体は木製の土台に取り付けて，落ちて来るピン

ポン球を受け止めて次の実験に備えるストック部分

を製作した．

運用・問題点

落とすと当たるという分かりやすい展示だったの

で，体験者はピンポン球の落とし方を工夫していた．

薄い箱に手をいれて落とすことでピンポン球の落下

距離を短くしたり，投げ入れてみたりと，本当に必

ず当たるかを試す姿を見ることが出来た．

放物線の横幅は，ピンポン球の落下距離によって

選ばれなければならない．放物線の壁面で跳ね返っ

たピンポン球が自由落下するためである．今回，放

物線の横幅を６００ミリに設計したのは，反射後の落

下距離がピンポン球１つ分程度におさえるためであ

る．焦点の棒をピンポン球程度の径にすることで，

自由落下分を吸収し，棒に当たることで焦点を通っ

たように見せることができる．
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